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研究分野 ：景観建築（Landscape Architecture）

http://www.form.e-arc.jp/

諸事象の相互作用の結果として立ち現れる様相をランドスケープ（Landscape）と言い
ます。諸事象の解読から地域の将来像を描くことに取り組んでいます。また、諸事象に対
する新しい見方を発見し、新たな景観価値を創造することにも取り組んでいます。

地地域域のの将将来来像像をを描描くく／／景景観観のの新新たたなな価価値値をを創創造造すするる

■■地地域域のの将将来来像像をを描描くく

社会の縮退や、自然災害の危険性など、地域の将来
像が見えにくい状況にあります。土地特性の解析や、
地域資源の発掘をとおして、地域の将来像を描くこと
に取り組んでいます。これまでの成果の一部を以下に
挙げます。

2019年：愛荘町まちのグランドデザイン構築（継続中）
2017年：彦根市京町公園基本構想の策定
2014年：近江八幡市官庁街ランドスケープデザイン
2012年：長浜市小谷城スマートIC利活用計画
2012年：長浜市田村山の保全とカスミサンショウウオ生

息池の計画
2011年：東近江市奥永源寺振興計画
2011年：東近江市景観重要建造物指定に関する調査
2011年：愛荘町湖東三山スマートIC周辺地域活性化計画
2011年：長浜市公園リニューアルワークショップ
2010年：長浜市四居家ポケットパーク計画
2009年：東近江市永源寺東部の地域資源に関する調査
2006年：長浜米原まんなかまちづくり構想
2005-2009年：草津市におけるヨシを用いて湖岸との関わ

りを再生する取り組みの支援
2005-2008年：大津市における都市水路をいかす商店街活

性化プロセスの提案

■■景景観観のの新新たたなな価価値値をを創創造造すするる

審美性という従来の景観価値とは異なり、空間の豊

かさにつながる解釈の多様性や、人と自然の関わりの

有様があらわれる親水性・文化性といった、景観の新

たな価値の創造に取り組んでいます。これまでの成果

の一部を以下に挙げます。

2002-2017年：歴史的な堰の親水性および地形との
関係性が織り成す景観の研究（日本造
園学会賞（研究論文部門）受賞）

1998-2004年：米国近代ランドスケープデザインに
おける形態の曖昧性に関する研究（日
本造園学会研究奨励賞受賞）

東近江市奥永源寺振興計画（2011年）における
元中学校を活用した道の駅の計画案（作図：木村真也）

歴史的な堰と地形の関係性が織り成す景観（2016年）
国内51水系90堰の取水点において、洪水をいなす堰の配
置、澪筋が安定しやすい河道や山塊との関係が眺望可能
なことを明らかにしました。
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研究分野：建築構造学、応用力学、木質構造、地震防災

この研究では、木造住宅の耐震補強方法として面格子壁に着目し、その力学性能を実験
によって明らかにすることを目的としています。面格子壁は、合板の壁や土塗り壁に比べ
て通風・採光などの居住性に優れるだけでなく、格子材の太さや間隔・角度を変化させる
ことによって、様々なデザインも可能です。現在、町屋や古民家などの伝統木造建物の耐
震改修に、面格子壁を利用する試みが始まっていますが、本研究の成果によって、面格子
壁の自由な設計が可能となり、面格子壁の今後の更なる普及も期待されます。

耐耐震震補補強強用用のの木木製製面面格格子子壁壁のの性性能能評評価価

■■水水平平加加力力実実験験にによよるる力力学学性性能能のの把把握握

通風・採光・デザインに優れた面格子壁ですが、これまで

実験研究は少なく、力学性能のデータも十分に蓄積されてい

ません。面格子壁は格子材の寸法・間隔によって発揮される

性能が異なるため、面格子壁の自由な設計を行うためには、

実験パラメータを変えた数多くの実験が必要です。本研究室

では、いくつかの形状の面格子壁について実験を行い（写真

１）、力学性能の把握と実験データの蓄積のための研究に取

組んでいます。

■■新新たたなな面面格格子子壁壁デデザザイインンのの提提案案とと性性能能評評価価

面格子壁の自由なデザインの可能性を探るため、いくつか

の斜め格子の壁について実験を行っています（写真２，３）。

特に、写真３の斜格子壁は、木造住宅の耐震改修で一般的に

使われている構造用合板と同程度の性能を持つことが確認さ

れました。優れた構造性能とデザイン性を持つ面格子壁の開

発に向けて実験や解析研究を行っています。

■■小小径径間間伐伐材材をを用用いいたた面面格格子子壁壁のの可可能能性性

面格子壁は、比較的細い材料で作ることができます。こ

の特徴を生かして、建物の柱や梁では使われないような細

い間伐材を使って面格子壁を作ることも可能です。一般の

製材と間伐材を用いたときの面格子壁の性能の違いを、実

験によって調査しています。間伐材の利用促進に、建築構

造分野から貢献を目指した研究です。

写真１ 面格子壁の実験の様子

写真２ 写真３

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標
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